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草加市立歴史民俗資料館
Soka  City  Museum  of  History  and  Folklore

●

２０２５年１０月１日発行 ＶＯｌ.２３  

 

第２０回 こどもたぬき絵コンクール 入選作品展示 
開催期間 令和７年９月２０日（土）～１０月１９日（日） 

 

１ 

 歴史民俗資料館前の通りを「草加駅前一番通り」といいます。その中

ほどに外山
と や ま

公園があります。江戸時代この周辺には、たぬきが住んで

いたということです。 

 そこで、この通りは通称「ぽんぽこ通り」と呼ばれるようになり

ました。 

 草加駅前一番通り商店会では、ぽんぽこ通りに因んで、毎年こども

たぬき絵コンクールを開催しております。草加小学校を中心とした近所

のこども達は、発表されたテーマにそって夏休みに絵画製作に取り組

み、多くの力作が応募されています。今年度のテーマは「たぬきと世界

のともだち」です。第１回開催以来、今年で２０回目を数える伝統ある

絵画コンクールとなっております。 

 この度、地元草加駅前一番通り商店会と連携して、歴史民俗資料館に

おいて、２０２０年（第１５回）から２０２５年（第２０回）までの

入選作品を一堂に集めた作品展示会を開催して、皆様にご覧いただく

ことになりました。 

 また、歴史民俗資料館では毎年８月、大学生の博物館学芸員実習が

行われます。そこで、実習生に「たぬきちょうちん」作りに取り組んで

もらいました。展示してあるいくつかのちょうちんは、今年度の大学生

によるデザイン作品です。数多く素晴らしい作品ができあがりました。 

 ここに、たぬき絵の展示および、たぬきちょうちんなどの展示をいた

します。のどかな風景だった時代に思いを馳
は

せ、子どもたちの力強い

たぬき絵をどうぞご覧いただき、楽しんでいただければ幸いです。 

 

主催：草加駅前一番通り商店会 共催：草加市立歴史民俗資料館 

 

9月11日、歴史民俗資料館で行われた審査会

の様子です。 
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弘安六年 

弥陀一尊板碑 

  (写真は拓本) 

 

 
 

  

 草加市立歴史民俗資料館は昭和５８年（１９８３）の

開館以来、市民の皆様から貴重な資料を数多くご寄贈い

ただいてきました。それらは草加の歴史や文化を伝える

ものとして大切に保管してきましたが、一方で、紹介す

る機会が少なく収蔵室内で眠ったままの資料も多くあり

ます。保存状態を考慮した結果、展示公開に適さない資

料もありますが、多くは人々が毎日の生活で使用してい

た、くらしに関する道具です。使用されてきた道具だか

らこそ、文字資料には残らない昔の人々の暮らしや考え

方、風習を私たちに伝えてくれます。使い込んだ跡や傷、

時代とともに変わる形や機能から、私たちは草加の歴史

の一端を垣間見ることができるのではないでしょうか。 

 そこで、今回「くらしのうつりかわり展」を開催する

運びとなりました。 

 本企画展では、これまで紹介する機会に恵まれてこな

かった資料に焦点を当て展示構成しております。日々の

くらしだけではなく、信仰や娯楽に関連する資料も紹介

します。また、草加地域は、綾瀬川や中川、伝右川など

大小多くの河川に囲まれ、その恵みを受けて生活してき

ました。水に関係するくらしの道具も取り上げ、地域の

特色を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

信仰に関する貴重資料、板碑
い た び

とは 

 板碑は、石で作られた板状のもので板石塔
とう

婆
ば

や板
いた

石
いし

卒塔婆
そ と ば

とも呼ばれています。（とば、とうばとも言う） 

 板碑は、供養塔と考えられており、基本構造は、板状

に加工した石材に梵
ぼん

字
じ

＝種子
し ゅ じ

や被供養者名、供養年月

日、供養内容を刻んでいます。頭部に二条線が刻まれ、

実際には省略される場合もあります。 

 当初は、武士等の供養塔として逆 修
ぎゃくしゅう

や追善といっ

た趣旨で建立されていましたが、時代を経るにつれて、

十五夜・二十三夜など定められた月齢の夜に人びとが集

まり、月の出を待って祭礼を行う民俗行事で使用するよ

うになり、月待板碑のような板碑が出現し民間にも浸透

していきました。また、板碑の原型と言われているのが、

石川県で出土した木製笠板碑と考えられています。 

 時代と共に板碑は形を変えて、中世の語部とし現代の

私たちに語りかけているのです。 
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享禄五年 

弥陀一尊図像庚申待板碑 

    (写真は拓本) 

草加市に残る板碑 

11月開催予定 秋季企画展「くらしのうつりかわり展」 
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 草加市内では、現在までに５０基ほどの板碑が確認さ

れています。市内最古の板碑は、「弘安
こうあん

六年（１２８

３）」弥陀一
み だ い っ

尊
そん

板碑です。その他にも享
きょう

禄
ろく

五年
ご ね ん

弥陀一
みだいっそん

尊図像
そんずぞう

庚申待
こうしんまち

板碑、題目
だいもく

板碑や月待
つきまち

板碑、十三仏
じゅうさんぶつ

板碑

があります。 

 これらの板碑から中世に生きた人々の宗教観念を理解

するうえで、また、板碑に刻まれた文字から当時の人

名・地名等の手がかりを知る上でも大変貴重な歴史資料

です。 
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 この題目
だいもく

板碑は、大正５年

（1916）に青柳町の薬師堂付

近の畑より発掘されたもので、

碑の中央に「南無妙法蓮華経」

の題目が彫られており、右に北

朝年号の至徳３年（1386）の

年号が彫ってあります。 

 題目板碑としては、本市では

６例のうち唯一完形であり、貴

重な文化遺産であることから、

昭和５５年（1980）３月２２

日付けをもって市の文化財の指

定を受けました。 

大正5年 題目板碑（写真は拓本） 

 令和７年の夏もとても暑い日が続きました。歴史

民俗資料館では、子どもたちは暑さに負けず元気に

体験教室に参加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/19 火おこし 

8/3 竹かざぐるま 

8/3 竹水てっぽう 

 

8/23 藍染めハンカチ 

せんべい焼き 

 

＆ 

秋季企画展「くらしのうつりかわり展」 

  

 草加市に住む人々の生活の様子は、時間の経過に

伴い、移り変わってきました。生活の道具などの時代

による違いや生活の変化について展示を通してお伝え

します。 

開催期間：11月11日（火）～12月14日(日） 

開館時間：9時～16時半 

入 館 料：無料 

問い合せ：048-922-0402(草加市立歴史民俗資料館) 

予 告 
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草加市立歴史民俗資料館  

facebook やってます。 

 皆さんに草加市の歴史や文化、 

資料館の活動を伝えるため、公 

式フェイスブックページを開設 

しています。様々な情報を発信 

していますので、ぜひ、ご覧く 

ださい。 

 

   

                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

市公式ホームページ、

または、上の二次元コ

ードからアクセスでき

ます。 

【開館時間】午前9時から午後4時30分 

【休 館 日】毎週月曜日（祝日または振替休日の場合 

         は翌平日）年末年始 

【入 館 料】無料 

【住  所】〒340-0014草加市住吉一丁目11番29号 

【問合せ先】電話048-922-0402 FAX048-922-1117 

 Ｅ-mail   sokarekimin@city.soka.saitama.jp 

草加市立歴史民俗資料館では、蓄音機によるＳ

Ｐレコードコンサートを開催しております。曲

は昔の流行歌、クラッシック音楽、童謡ジャズ

など様々です。 

蓄 音 機 の 歴 史            

エジソンが発明した音の録音再生を可能とする

円筒型蓄音機は、レコード（ＳＰ）の登場によ

って円盤式蓄音機へと発展を遂
と

げていきまし

た。わが国には、明治１２年（１８７９）３月

に、東京帝国大学理学部教授のジェームズ・ア

ルフレッド・ユーイングによって伝えられ、東

京商工会議所で紹介されたのがはじまりです。

また、明治２２年（１８８９）には、鹿鳴館
ろくめいかん

で

政府高官による試聴会が開かれています。当

時、蓄音機は「蘇言機
そ げ ん き

」「撮音機
さつおんき

」等と呼ばれ

ていました。 

 明治末年に日米蓄音機製造株式会社（後の日

本コロムビア）が設立されると、蓄音機「ニッ

ポノフォン」の発明やレコードの国産化に成功

しますが、価格は１台３０円で、小学校教員の

初任給が８円の時代では、とても高価なもので

した。 

 昭和初期になると、日本ビクター社等のたく

さんの蓄音機会社が誕生し、昭和１１年（１９

３６）にはレコードの年間生産量が３００万枚

になるなど、蓄音機が急速に普及していきまし

た。昭和２０年代後半になると、新しい規格の

レコード（ＬＰ）が登場し、電気式蓄音機が普

及していきました。そのため、ＳＰレコードや

ゼンマイ式蓄音機は昭和３０年代後半に姿を消

していきました。 

 

４ 

蓄音機コンサート 

 

次回開催は10月26日（日）です。 


